
症例へのハンドリング応用

-症例動画から治療アイデアを模索する-

立ち上がり/トランスファー



患者さんへ良い治療をするためには？
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科学的根拠

エビデンスリサーチ

専門知識

病態・脳科学・評価バッテリー

患者の個別性

ニーズ・価値観・思考

臨床

 現在利用可能な最も信頼できる情報を踏まえ
て，目の前の患者にとって最善の治療を行う
必要がある

 まずは目の前で生じている問題や疑問を明確
にする必要があり，明確になったうえで情報
収集を行っていく．

 では目の前で生じている問題や疑問をどのよ
うに情報収集していくのか...？

症例動画から考える立ち上がり/トランスファー



 支持基底面(BOS)が両側殿部/大腿後面/足底で構成された状態から足底のみへと移行し，質量中心(COM)
を前上方に移動させ，座位⇒立位へと至る動作

 ヒトが移動する(Locomotion)ためには，この“立ち上がり”のプロセスが必要不可欠となる

立ち上がり（Sit to Stand）とは？
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生体力学的側

面

筋

関節

動作の構成要素

神経学的側面

感覚

学習

運動戦略

環境的側面

環境

装具

マシーン

観察と推論のポイント
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Schenkman M et al.：Whole-body movements during rising to standing from sitting．Phys Ther. 1990 Oct;70(10):638-48

【生体力学的側面】相でとらえる立ち上がり
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 体重を前方へ移行(Weight Shift)していくには，Hip Flexor&TAの前方推進能力は絶対的に要求される
 しかし，効率的な離殿へ移行するには拮抗筋の働きと抗重力を保持したCOMの活動が必要になる
 そのためには，前方へのトルクをつくりだす筋活動だけでなく，トルクをコントロールする筋群の活動も必須

トルクを制御する筋群の重要性
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Donald A. Neumann et al：Kinesiology of the Musculoskeletal System: Foundations for Rehabilitation, 2edition：Mosby．2009症例動画から考える立ち上がり/トランスファー



Anne Shumway-Cook PT PhD FAPTA et al：Motor Control: Translating Research into Clinical 
Practice 5th Edition．LWW．2016

✓ 姿勢制御は様々なシステムによって影響を受けており，どの機構が破綻しても姿勢制御に障害を負う可能性がある
✓ 円滑な運動制御を達成するためには，まず姿勢制御がどのようなシステムの障害による影響を受けているのか？を

把握してアプローチしていくことが，患者の課題/目標達成においてセラピストに求められるスキルである

姿勢制御
Postural Control

筋骨格系

内部表象

適応機構

予測機構感覚戦略

感覚系

神経筋共

同収縮系

【神経学的側面】姿勢制御に関連する要素
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①
②

③

④① ② ③

④

経時的にみたSit to Stand時におけるCOM

【ハンドリング】COMの軌跡と立ち上がり
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長部太勇 他：立ち上がり動作の生体力学的特性と臨床への応用．理学療法27：312-320.2010症例動画から考える立ち上がり/トランスファー



 決定要因は①椅子に関わるもの、②被験者に関わるもの、③動作戦略に関わるものの３つに分けられた．
 起立動作には椅子の高さ・足の位置・スピードの関与を示す内容が多くなった

【環境調整】立ち上がりに影響する要因
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Janssen WG, Bussmann HB, Stam HJ. Determinants of the sit-to-stand movement: a review. Phys Ther. 2002 Sep;82(9):866-79症例動画から考える立ち上がり/トランスファー



【離床】長時間座位が脳卒中患者へ与える影響
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 回復期などで寝たきりを予防するために長時間車椅子座位を強いられる患者は多い
 長時間の座位は股関節屈筋群の適応性短縮を引き起こす。それが立ち上がりの際急に伸張されることでストレッチ

反射が生じ，下肢が床面から浮きやすくなる
 股関節伸展筋はストレッチ姿位で長時間固定され、過剰伸張に伴う弱化 (over-stretchweakness)を引き起こす。

これにより支持が不十分になり，立位姿勢に悪影響を及ぼす． 
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特徴 / 問題点
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・第一印象は？

・麻痺側・非麻痺側の状態は？

・どの相に問題がある？

・バイオメカニクス的問題は？

・神経科学的問題点は？

・アライメントはどうか？

①特徴

②問題点



治療アイディア(姿勢/部位)
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部位：下肢、体幹、上肢

姿勢：立位、座位、側臥位、腹臥位、背臥位
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